
資料３
（１）重点施策の目標

２６年度 ２７年度 ２８年度

55園・校 56園・校

180人 200人

100企業 100企業

45人 45人

6回
90人

6回
90人

3.0ha 2.7ha

24箇所 25箇所

平塚市環境基本計画関連事業　平成２７年度上半期進捗状況

施策の方向 施策の柱 施策の項目 目標
現状 事業計画

Ｈ２７年度　上半期の進捗状況 主管課

「環境市民」に
よる活動の促
進

「環境市民」
をふやします

幼稚園・小中学校など
における環境教育の
充実

わかば環境ＩＳＯで独
自の分野に取り組ん
でいる幼稚園・小中学
校数

53園・校

平塚市立小中学校全４３校、平塚市立幼稚園全5園、私
立幼稚園５園の計５３校（園）が、それぞれ共通メ
ニュー及び独自メニューの実践に引き続き取り組んでい
る。

教育総務課

「環境市民」
の取組や連
携を支援しま
す

市民活動や企業の取
組に対する支援

環境ファンクラブの会
員数

108人

緑化まつりやひらつか環境フェア等を実施し、ひらつか
環境ファンクラブの活動を周知したが、目標を達成する
ことはできていない。今後も、様々なイベント活動に合
わせて当クラブの活動をＰＲしていく中で、会員数の増
加を目指していく。

環境政策課

平塚市環境共生型企
業懇話会の参加企業
延べ数

71企業

上半期の参加企業延べ数　31企業
（内訳）
　・第1回懇話会　10企業
　・第2回懇話会　  9企業
　・環境フェアへの展示　4企業
　・第1回役員会　  4企業
　・第2回役員会　  4企業

産業振興課

自然環境の保
全と再生

生物多様性
を保全します

生物多様性の保全対
策の推進

自然についての講
座、観察会等の参加
人数

57人

セミの抜け殻を調べる行事（２回、３８人）や金目川の
野鳥を観察する自然教室（１回、９人）を開催した。

農地を保全し
活用します

農業の活性化と農業と
のふれあいの推進

耕作放棄地面積

「荒廃農地の発生・解消状況に関する調査」を１０月上
旬から実施するため、現時点では実績値の把握ができて
いない。引き続き両主管課で連携して事業を進める。

博物館
環境政策課

里山を保全し
再生します

里山の保全・再生とふ
れあいの推進

里山保全モデル事業
の開催回数・参加人
数

7回
87人

５月に 第１回 平塚市土屋頭無地区里山保全協議会を開
催し、市民ボランティアや里山保全団体など22人が参
加した。
第２回は１０月に開催予定であり、３月まで毎月開催す
る。

環境政策課

農業委員会事務局

農水産課

市民農園数
23箇所

(1,208区画)

市民農園の候補地を選定（小鍋島）。開設に向け事前調
査等の手続きを行った。

農水産課

9.5ha
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２６年度 ２７年度 ２８年度

施策の方向 施策の柱 施策の項目 目標
現状 事業計画

Ｈ２７年度　上半期の進捗状況 主管課

5.45㎡ 5.50㎡

　

4地区 4地区

事業終了 事業終了

10,000人 10,000人

100企業 100企業

910g 910g

25.0% 25.0%

都市環境の保
全と創造

うるおいとや
すらぎのある
まちにします

みどりのネットワークの
形成

市民１人当たりの都
市公園の面積

5.40㎡

平成２７年度上半期に新たに１．８２ｈａを供用開始
し、一人当たり０．４３ｈａ増えた。平成２７年度上半
期では、その数値目標を達成した。

さわやかで清潔なまち
づくりの推進

美化推進モデル地区
の指定

4地区

美化推進モデル地区に対し、清掃や条例啓発等の美化活
動に必要な支援を行った。

循環型社会推進課

事業終了。

上半期の参加企業延べ数　31企業
（内訳）
　・第1回懇話会　10企業
　・第2回懇話会　  9企業
　・環境フェアへの展示　4企業
　・第1回役員会　  4企業
　・第2回役員会　  4企業

25.0%
（速報値）

年度を通しての実績値であり、年度途中では計れない。
なお、資源化率の向上に寄与する剪定枝の資源化施策に
ついて、下半期からの実施に向け準備を行った。

産業振興課

環境政策課

みどり公園・
水辺課

平塚市環境共生型企
業懇話会の参加企業
延べ数（再掲)

71企業
地球環境保全
への貢献

地球温暖化
防止に取り組
みます

新エネルギーの導入
促進

一般住宅の太陽光発
電システムによる発
電力

9,689kW　（助
成対象累計）

くらしや事業活動にお
ける環境への配慮の
促進

「ひらつかCO2 CO2プ
ラン」に取り組んだ人
数

9,745人

小中学生編と一般家庭編に10,720人の参加報告があっ
た。現在、集計作業を進めている。

環境政策課

循環型社会
をつくります

廃棄物の発生抑制・資
源化・適正処理の推進

市民１人が1日に排出
するごみの量

898g
（速報値）

年度を通しての実績値であり、年度途中では計れない。
なお、ごみの減量を呼び掛けるチラシの配布等の推進施
策は実施している。

循環型社会推進課

ごみの資源化率 循環型社会推進課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

幼稚園・小中
学校での取組
の推進
ホームページ
における取組
状況の発信
（年２回更新
等）

⇒

前年度の反省を踏まえ、各校（園）で計
画を作成し、実践を行う。

各校（園）で共通メニュー及び独自メ
ニューについて計画を作成し実践してい
る。
小学校１校、中学校１校、幼稚園１園の
計３校（園）の取組み事例を紹介するた
めにホームページを更新する準備をし
た。

前期に続き、継続的な実践を重ね、外部
評価者により、取組み状況の確認を行
う。
平成2７年度の取組み報告に基づいた各
校（園）の主な取組み事例を紹介する。

民間幼稚園で
の「わかば環
境ISO」の取組
の促進

⇒

私立幼稚園園長会等で取組みの啓発に努
めます。

私立幼稚園の会議の場において、制度に
ついて説明し、新たな取組への参加を呼
び掛けた。

私立幼稚園に直接訪問し、制度について
説明し、新たな取組への参加を呼び掛け
る。

環境配慮に関
する学習や家
庭への普及･
啓発の実施
（公立保育園
全園で実施）

⇒

ゴーヤ等を利用した緑のカーテンに積極
的に取り組みます。
特に、夏場の水利用に配慮します。

ゴーヤ等を利用した緑のカーテンに積極
的に8園取り組んだ。
特に、夏場の水利用に配慮した。

廃材を利用した作品を作るなど、イベン
ト等で積極的にリサイクルを行う。

民間保育園で
の環境配慮物
品の利用促進
等 （全園に協
力依頼）

⇒

継続して環境に配慮してもらうよう呼び
かける。

環境配慮行動チェックシートを配布し、
環境に対する意識を高めてもらった。

継続して環境に配慮してもらうよう呼び
かける。

「ごみ学
級」等の実
施

「ごみ学
級」等の実
施

全小学校２８校
で実施

⇒

小学校４年生を対象に市内２８校で実施
予定（４月～６月）

小学校４年生を対象に４月から６月にか
けて市内２８校で実施し、2,199人が受
講した。

実施予定なし。

循環型社会
推進課

環境政策課

環境学習
教材や情
報の提供

環境学習
教材や情
報の提供

教材の貸出、
環境学習ガイ
ドホームページ
の更新、他団
体等との連携
の施行等

⇒

・教材の貸出について、ホームページや
各イベント等で周知する。
・「わたしたちの平塚」の新３年生への
配布。
・環境学習教材の貸し出し

・教材の貸出について、ホームページや
各イベント等で周知し、３件の貸出をし
た。
・「わたしたちの平塚」を新小学３年生
に配布した。
・環境学習教材の貸し出しをした。

・教材の貸出について、ホームページや
各イベント等で周知する。
・「わたしたちの平塚」の必要部分の改
定と、新小学３年生への配布準備をす
る。
・環境学習教材の貸し出しをする。

環境政策課
教育研究所

「環境
市民」
の取組
や連携
を支援
します

市民活
動や企
業の取
組に対
する支
援

①市民
の環境
保全活
動に対す
る支援

「環境活動
支援事業」
等による
支援

「環境活動
支援事業」
等による支
援

助成金交付
講座開催
情報提供

⇒

・環境保全活動を率先して行う市民を増
やすため、環境市民講座を行う。また、
緑化まつり及びひらつか環境フェアに出
展する。

・２６年度助成を受けた市民活動団体の
活動の成果報告会を開催する。（４月）
・２７年度の助成が決定した団体に助成
金を交付する。

・環境保全活動を率先して行う市民を増
やすため、環境市民講座を行った。ま
た、緑化まつり及びひらつか環境フェア
に出展した。

・平成２７年４月２５日に、２６年度助
成を受けた市民活動団体８団体の活動の
成果報告会を開催した。
・２７年度の助成が決定した５団体に助
成金を交付した。

・上半期の実施状況を振り返るととも
に、翌年度に向けた取組を検討する。

・２７年度助成対象の団体に中間ヒアリ
ングを実施し、事業の進捗状況を確認す
る。（９～１２月）
・２８年度の助成分について審査会を実
施する。（３月）

環境政策課
協働推進課

「環境
市民」
による
活動の
促進

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容

「環境
市民」
をふや
します

幼稚
園・小
中学校
などに
おける
環境教
育の充
実

①幼稚
園・保育
園・小中
学校での
環境学
習の推
進

「わかば環
境ISO」の
推進

主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

「わかば環
境ISO」の
推進

②学校な
どでの環
境学習
の支援

教育総務課
教育指導課
環境政策課

保育園に
おける環
境への取
組の促進

保育園に
おける環
境への取
組の促進

保育課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

①市民
の環境
保全活
動に対す
る支援

環境保全
活動団体
への支援

環境保全
活動団体
への支援

事業費の助成
研修会等の開
催
情報提供等

⇒

・支援の実施

・公園愛護会連絡協議会総会の開催
・会報の発行
・情報提供、活動支援等
・緑化モデル団体総会の開催

【公園愛護会】
・公園愛護会への交付金の交付
・連絡協議会への補助金の交付
・総会、役員会の開催
【緑化モデル団体】
連絡協議会との連携として、情報提供や
事業支援を行った。

公園愛護会連絡協議会研修会の実施
・会報の発行
・情報提供、活動支援等

循環型社会
推進課

みどり公園・
水辺課

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催

懇話会の開催
活動発表 ⇒

会員企業向けに講演会と施設見学会等を
開催します。企業や会の活動を紹介する
パネル展示も行う。

講演会と施設見学を開催し、その他に役
員会と、環境フェアにおいてパネル展示
等による活動発表を行った。

施設見学と事例研究を開催し、その他に
役員会とパネル展示等による活動発表を
行う。 産業振興課

公害関係
法令に関
する情報
提供

公害関係
法令に関
する情報
提供

公害関係法令
に関する説明
会の開催、
ホームページ
による情報発
信等

⇒

・ホームページでは、随時情報発信を行
う。
・事業場立入時に、最新の情報をチラシ
等で周知する。
・事業者説明会の内容、対象事業場につ
いて検討を進める。

・法令改正に係る情報発信を行った。
・事業所立入時に法令改正のチラシの配
布を行った。（５３社）
・事業所説明会の実施に向けて対象事業
所の検討を行った。

・法令改正、その他必要な情報につい
て、随時情報発信に努める。
・大気関係立入時に、配付するチラシの
内容を検討する。
・詳細を決定し、年度内に説明会を実施
する予定。

環境保全課

③「環境
市民」の
ネット
ワークづ
くりの促
進

「ひらつか
環境ファン
クラブ」の
活動の促
進

「ひらつか
環境ファン
クラブ」の
活動の促
進

活動発表会
４回開催

〃
４回開催

緑化まつり及び
環境フェアへ出展する。

活動発表会を２回実施した。
・4月に「緑化まつり」に参加し、パネ
ル展示と環境教室を実施した。
・7月に平塚市役所本館で開催された
「ひらつか環境フェア2015」に参加
し、パネル展示と環境教室を実施した。

パネル展及び活動発表会を実施する。

①生物
多様性
の保全
策の検
討

生物多様
性の保全
に向けた
仕組みづく
りの検討

生物多様
性の保全
に向けた
仕組みづく
りの検討

戦略策定 進行管理 － － －

②野生
生物の
情報収
集

野生生物
の情報収
集・発信

野生生物
の情報収
集・発信

情報収集・発
信

⇒

市内各所の植物に関する情報を収集し、
標本とデータを整理する。

湘南地区の植物標本の集約と整理を行っ
た。

引き続き湘南地区の植物標本とデータの
整理を進める。

博物館

みどりと水
辺のネット
ワークの
形成

みどりと水
辺のネット
ワークの
形成

植栽等の整備 ⇒

公共スペースへの植栽等の整備を推進
し、みどりと水辺のネットワークを形成
することによって、生物の生育・生息空
間の連続性を確保する。

公共・公益スペースへの植栽等を行い、
緑のネットワーク形成を図った。また、
学校等の公共施設に草花の苗や球根を配
布したほか、公園、広場等の公共用地及
び公民館等の２４４個のプランターや花
壇に住民団体、公共機関の協力を得なが
ら花苗を植栽した。

公共スペースへの植栽等の整備を推進
し、みどりと水辺のネットワークを形成
することによって、生物の生育・生息空
間の連続性を確保する。 みどり公園・

水辺課

生物空間
の維持管
理と利用

生物空間
の維持管
理と利用

維持管理と利
用

⇒

里山保全モデル事業、環境教室、大学交
流事業を実施する。

馬入水辺の楽校にて「エコアップ隊」5
回実施予定。

里山保全モデル事業（里山の下草刈り
等）、環境教室、大学交流事業（田植
え）を実施した。

馬入水辺の楽校にて「エコアップ隊」を
６回実施した。

里山保全モデル事業を６回開催する予
定。

馬入水辺の楽校にて「エコアップ隊」を
４回実施する予定。

環境政策課
農水産課

みどり公園・
水辺課

「環境
市民」
による
活動の
促進

生物多
様性の
保全対
策の推

進

生物多
様性を
保全し
ます

自然環
境の保
全と再

生

「環境
市民」
の取組
や連携
を支援
します

②環境に
やさしい
企業づく
りの支援

③生物
空間の
保全対
策の推
進

市民活
動や企
業の取
組に対
する支

援

環境政策課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

④野生
生物へ
の理解
の促進

自然につ
いての展
示、講座、
観察会等
の実施

自然につ
いての展
示、講座、
観察会等
の実施

４回 ４回

自然観察に関する講座や動植物を調べる
行事を開催する。

セミの抜け殻を調べる行事（２回、３８
人）や金目川の野鳥を観察する自然教室
（１回、９人）を開催した。

吉沢地区でキノコの観察会を1回実施す
るほか、室内での講座を実施し観察会と
は別の層の市民を対象に、身近な生物へ
の理解促進を図る予定。

博物館

鳥獣対策
の推進

鳥獣対策
の推進

予防策の周
知、イノシシ捕
獲檻の設置　２
８箇所

３０箇所

くくり罠を１５基設置する。 くくり罠を１５基設置した。 くくり罠を１５基設置する。
環境政策課
農水産課

特定外来
生物の防
除

特定外来
生物の防
除

捕獲・処分の
実施

⇒

引き続き、周知、捕獲等実施します。 特定外来生物であるアライグマを３５匹
捕獲し、処分した。

引き続き、周知、捕獲等実施する。

①里山
保全モデ
ル地区に
おける活
動の推
進

里山保全
モデル地
区におけ
る活動の
推進

里山保全
モデル地
区における
活動の実
施

里山の維持管
理と活用

⇒

５月開催予定。 里山保全モデル事業（里山の下草刈り
等）を１回開催した。

里山保全モデル事業を６回開催する予
定。

②市民を
主体とし
た継続的
な里山保
全活動
の促進

市民を主
体とした継
続的な里
山保全活
動の促進

市民を主
体とした継
続的な里
山保全活
動の促進

里山保全に関
する講座・研修
の実施、市民
を主体とした里
山保全活動の
実施、ホーム
ページ等によ
る里山保全に
関する情報の
発信

⇒

里山保全に関する研修等を実施する。
ホームページ等で情報発信を行う。

平塚市内で里山保全活動をする2団体に
対して補助金を交付した。

引き続き、市民活動支援を行う。

③里山
の自然と
のふれあ
いの促進

里山体験
教室等の
開催

里山体験
教室等の
開催

９回 ９回

里山保全モデル事業を１回、市民・大学
交流事業を１回、夏休み子ども環境教室
を１回開催する。

里山保全モデル事業（里山の下草刈り
等）を１回、市民・大学交流事業（田植
え）を１回、夏休み子ども環境教室を１
回開催した。

里山保全モデル事業を６回、市民・大学
交流事業を２回開催する予定。

環境政策課

担い手育
成事業

担い手育
成事業

農業経営改善
計画認定推進
活動の実施

⇒

認定農業者の再認定活動を確実に行うこ
とを中心に、農業経営改善計画認定推進
活動を推進する。

認定農業者の再認定活動を確実に行い、
農業経営改善計画認定推進活動を推進し
た。
認定期限を迎える、対象４件に対し、３
件の再認定を行った。

認定農業者の再認定活動を引き続き行
い、農業経営改善計画認定推進活動を推
進する。

サポート
ファーマー
育成事業

サポート
ファーマー
育成事業

農作業研修・
講義の開催

⇒

・主に研修２年目の人を対象に、農地を
貸し付け、巡回指導を行う。
・人手が必要な農家と援農ボランティア
のマッチングを行う。

・市民1１名に対し農作業研修を実施し
た。
・人手が必要な農家と援農ボランティア
のマッチングを２１件行った。

・市民10人に対し農作業研修を実施す
る。
・人手が必要な農家と援農ボランティア
のマッチングを行う。

農地の貸
し借りの促
進

農地の貸
し借りの促
進

農地制度に関
する情報の発
信による農地
の貸し借りの
促進

⇒

遊休化防止・解消及び農地集積・集約を
図るため、農地制度の情報発信を行い、
意欲のある担い手への農地の利用集積を
促進する。（年間目標７ha）

約３．０ｈａの農地の利用集積をした。 さらに、貸し借りを促進し、年間目標で
ある７haの利用集積の達成を目指す。

農業委員会

生物多
様性を
保全し
ます

自然環
境の保
全と再

生

農地を
保全し
活用し
ます

農業の
活性化
と農業
とのふ
れあい
の推進

⑤鳥獣
対策の
推進

里山を
保全し
再生し
ます

里山の
保全・
再生と
ふれあ
いの推
進

①農業
活性化
の推進

生物多
様性の
保全対
策の推

進

農水産課

環境政策課

重点施策の具体的な取組　3 / 10



（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

市民農園
整備支援
事業

市民農園
整備支援
事業（市民
農園整備
に対する
助成・開
設）

１箇所 １箇所

市民農園の候補地の選定と開設に向け事
前調査等の手続きを行う。

市民農園の候補地を選定（小鍋島）。開
設に向け事前調査等の手続きを行った。

平成28年３月の市民農園開園に向けて、
事務手続きを行う。

農の体験・交
流館の管理運
営・広報活動
の実施

⇒

大型市民農園施設(管理休憩施設・公的農
園)の管理運営を行う。

大型市民農園施設(管理休憩施設・公的農
園)の管理運営を行った。

大型市民農園施設(管理休憩施設・公的農
園)の管理運営を行う。

花畑創出事業
の実施

⇒

水田農業における休耕期に、農業者の参
画のもと、 クリムソンクローバーを栽培
する以外にも、時期をずらした取り組み
として彼岸花の栽培をJAと協力して進め
る。

ＪＡ支所の回覧版で協力農家を募集し、
750個の球根を配布した。

次年度に向けて、協力者と彼岸花の管理
について研究する。

農業体験
学習の支
援

農業体験
学習の支
援

農業体験学習
の支援

⇒

米づくり体験について、田植え体験、草
とり体験を行う。

6月20日（土）に田植え体験、7月18日
（土）に草取りを実施しました。

１０月１７日（土）に稲刈り体験、１０
月１８日（日）に乾燥・もみすり機の作
業見学、米の受け渡しを実施する予定。

ベジ太を活用
して平塚産農
産物をＰＲ

⇒

着ぐるみを様々な場で活用することで平
塚産農産物の販売促進につなげる。

SunSunマルシェ、緑化まつり、東海大
学おひろめ芸術祭などの様々なイベント
に参加し、平塚産農産物をＰＲした。

でてこいまつりやひらつか花アグリ収穫
祭など引き続きイベントに積極的に参加
して、平塚産農産物をＰＲする。

学校給食にお
ける地場産品
の利用

⇒

地元農家が生産した新鮮な野菜、平塚漁
港で水揚げされた魚や水産加工品等、地
場産品の使用を推進する。

平塚産野菜を月平均で４～５品目決めて
使用し、さらに指定品以外でも平塚産が
供給可能な場合は、積極的に使用した。
（割合は中間報告なし。）

地元農家が生産した新鮮な野菜、平塚漁
港で水揚げされた魚や水産加工品等、地
場産品の使用を推進する。 学校給食課

「湘南ひらつか
ふれあいマー
ケット」の開
催、「湘南ひら
つか名産品」
の普及・PR等

⇒

湘南ひらつかふれあいマーケットを月１
回開催する。
　湘南ひらつか名産品の普及・宣伝を行
う。

湘南ひらつかふれあいマーケットを月１
回開催した。
　緑化まつり、七夕まつり、花巻まつり
特産品フェアなど各種物産展等に参加す
るとともに、「湘南ひらつか名産品」の
パンフレット等により地場産品をＰＲし
た。

湘南ひらつかふれあいマーケットを月１
回開催する。
　商業まつり、ＪＡ湘南でてこいまつり
など各種物産展等に参加するとともに、
「湘南ひらつか名産品」のパンフレット
等により地場産品をＰＲする。

地域ブランドの
開発支援等の
実施

⇒

産業活性化会議及び各プロジェクトを開
催する。
事業者の支援。

・「平塚市産業活性化会議」を１回開催
した。
・諸課題を解決するためのプロジェクト
チームの設置を行い研究を実施した。
・６次産業化・地産地消法と中小企業地
域資源活用促進法認定事業者の新商品開
発を支援した。

産業活性化会議及び各プロジェクトを開
催するとともに事業者の支援を引き続き
行う。

農業の
活性化
と農業
とのふ
れあい
の推進

農地を
保全し
活用し
ます

自然環
境の保
全と再

生

③ 地産
地消の
推進

②市民と
農業との
ふれあい
の充実

ひらつか
花アグリ
「農の体
験・交流
館」の運営

ひらつか
花アグリ
「農の体
験・交流
館」の運営

地産地消
の推進

地産地消
の推進

地場産品
の普及

地場産品
の普及

産業振興課
農水産課

商業観光課

農水産課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

①拠点と
なるみど
りの確保

身近な公
園整備の
推進

身近な公
園整備の
推進

高麗山公園再
整備、街区公
園再整備

⇒ ―

現地調査により高麗山公園のサクラの枯
損、補植位置の確認作業を行った。

枯損したサクラの抜根　３本
サクラの補植　　　　　３本

公共施設への
草花等の配布

⇒

年1回（下半期）実施

―

１０月に公共施設４３箇所への花苗の配
布を予定。

モデル地区へ
の草花の苗の
配布

⇒

モデル地区及びモデル商店街へ花苗を
2300株、商店会へ370株を配布する。

6月にモデル地区及びモデル商店街へ花
苗を2300株、商店会へ3６0株を配布し
た。

１０月にモデル地区及びモデル商店街へ
花苗を2300株、商店会へ3６0株を配布
予定。

新たな生
垣の設置
に対する
助成

新たな生垣設置に対して助成を行う。
（年間目標160m）

新たな生垣設置はなかった。
チラシの配布を行った。

新たな生垣設置に対して助成を行う。
（年間目標160m）

保全樹林
制度による
樹木等の
保全

保全樹木６３本
保全樹林９箇
所
保全生垣５箇
所

未定

保全樹木63本
保全樹林9箇所
保全生垣5箇所

基準に基づき候補樹木を調査中。 保全樹木6３本
保全樹林9箇所
保全生垣5箇所
基準に基づき候補樹木の調査を予定。

道路沿い
の緑化

道路沿い
の緑化

市民による緑
化協力箇所数
 １１箇所
 (苗木の提供
３,９００本)

〃１２箇所
（〃　４,０００

本）

１１箇所に
2,600本程度を提供予定。

10箇所に、2,136本を提供し緑化を行っ
た。

11箇所に、2,200本定程度を提供する予
定。

道路管理課

緑化に関
する普及
啓発の実
施

緑化に関
する普及
啓発の実
施

緑化まつり、緑
化ポスター・標
語コンクールの
実施

⇒

第42回平塚市緑化まつりの実施
第42回平塚市緑化ポスター・標語コン
クールの実施

第4２回平塚市緑化まつりを開催し、2日
間で47, 000人の来場があった。また、
環境配慮型イベントとしてゴミの減量化
に取り組んだ。
第4２回平塚市緑化ポスター・標語コン
クールを実施し、ポスター627点、標語
1,080点の応募があった。

第4３回平塚市緑化まつり開催について
検討する。
第4２回平塚市緑化ポスター作品の展示
会を実施する。

市民の緑
化活動に
対する支
援

市民の緑
化活動に
対する支
援

緑化モデル団
体や公園愛護
会の活動に対
する支援

⇒

うるおいとやすらぎのあるまちにするた
め、市民の緑化活動に対する支援策とし
て、地域で緑化を推進する「緑化モデル
団体」及び「公園愛護会」への支援を継
続し、みどりのネットワーク形成に努め
る。

緑化モデル団体に対し、交付金を交付
し、花苗を配布した。
愛護会は、総会、役員会を開催し、各団
体へは交付金を交付した。

うるおいとやすらぎのあるまちにするた
め、市民の緑化活動に対する支援策とし
て、地域で緑化を推進する「緑化モデル
団体」及び「公園愛護会」への支援を継
続し、みどりのネットワーク形成に努め
る。
また、公園愛護会連絡協議会研修会を実
施し、愛護会への支援を継続して行う。

事業所等
における
緑化の促
進

事業所等
における緑
化の促進

事業所等にお
ける緑化促進
に関する指導

⇒

まちづくり条例に基づき、事業所等にお
ける緑化促進に関する指導を実施する。

まちづくり条例に基づき、緑化促進に関
する指導を実施した。（緑化計画書の提
出を指示したものは41件であるが、その
他の案件においても出来るだけ多くの緑
地を確保するよう指導した。)

まちづくり条例に基づき、事業所等にお
ける緑化促進に関する指導を実施する。

うるお
いとや
すらぎ
のある
まちに
します

都市環
境の保
全と創

造

その他民有地緑化策について
も検討

みどり
のネッ
トワー
クの形

成

③市民
や事業
者による
緑化活
動の支
援と促進

みどり公園・
水辺課

②みどり
のつなが
りの確保

花とみどり
のまちづく
りの推進

花とみどり
のまちづく
りの推進

生垣の設
置促進と
良好な樹
木等の保
全

みどり公園・
水辺課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

「美化推進
モデル地
区」におけ
る取組の
支援

「美化推進
モデル地
区」におけ
る取組の
支援

モデル地区・活
動等の充実

⇒

引き続き指定地区への支援を行う。 美化推進モデル地区に対し、清掃や条例
啓発等の美化活動に必要な支援を行っ
た。

引き続き指定地区への支援を行う。

地区美化
推進委員
会に対す
る支援

地区美化
推進委員
会に対す
る支援

活動に対する
助成や連絡協
議会の開催等

⇒

４月に連絡協議会の開催予定。 連絡協議会を開催し、まちぐるみ大清掃
や補助金支給に関する事務連絡を行うほ
か、各地区の取組について情報交換を
行った。

連絡協議会を開催し、まちぐるみ大清掃
や補助金支給に関する事務連絡を行うほ
か、さわやか条例の改正について情報交
換を行う。

清潔なま
ちづくりに
向けた普
及啓発の
実施

清潔なまち
づくりに向
けた普及
啓発の実
施

まちぐるみ大清
掃の実施（年２
回）、ポイ捨て
防止キャン
ペーンの実施
等

⇒

まちぐるみ大清掃及びキャンペーンを実
施予定。

春のまちぐるみ大清掃を１回、条例キャ
ンペーンを１回実施した。

秋のまちぐるみ大清掃を１回、土木部と
の合同による条例キャンペーンを１回実
施する予定。

競輪場メインス
タンド改修工事
等の発注
各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成に向けた工事を推進。 市民病院整備事業にて、太陽光発電シス
テムを設置するための工事を実施した。

各施設の完成に向けて、工事を推進す
る。

建築住宅課
事業担当課

屋根貸し制度
等に関する調
査・検討、導入
可能な施設へ
の整備

⇒ － － －

新エネル
ギー導入
に関する
調査・検討
の実施

新エネル
ギー導入
に関する
調査・検討
の実施

調査・検討 ⇒

引き続き新エネルギーに関する情報収集
などを行う。

引き続き新エネルギーに関する情報収集
などを行った。

引き続き新エネルギーに関する情報収集
などを行う。

②一般
家庭や
事業者
への太
陽光発
電システ
ム等の
導入促

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステム等
の設置に
対する助
成

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステム等
の設置に
対する助
成

事業終了 事業終了 － － －

うるお
いとや
すらぎ
のある
まちに
します

新エネ
ルギー
の導入
促進

環境政策課

地球温
暖化防
止に取
り組み
ます

都市環
境の保
全と創

造

地球環
境保全
への貢

献

みどり
のネッ
トワー
クの形
成

①さわや
かで清潔
なまちづ
くりの推
進

①公共
施設にお
ける新エ
ネルギー
の率先
導入

公共施設
への太陽
光発電シ
ステムの
率先導入

公共施設
への太陽
光発電シ
ステムの
率先導入

循環型社会
推進課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステム等
の設置に
対する助
成

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステム等
の設置に
対する助
成

燃料電池の設
置に対する助
成
　　７０件

（〃　７０件）
適宜見直し

広報ひらつかやホームページ等への掲
載、各イベントで周知し、７０件の助成
を行う。

　各種イベントにおけるリーフレットの
配布やホームページ等の掲載により、制
度の周知を積極的に行った。その結果、
9月末現在、５2件の申し込みを受け付け
た。

ホームページ等への掲載、各イベントで
の周知を行い、18件に助成する。

環境政策課

事業者の
太陽光発
電システ
ム等の設
置に対す
る支援

事業者の
太陽光発
電システム
等の設置
に対する
支援

本市融資制度
内に資金メ
ニューの設置
利子補給・信
用保証料補助

⇒

資金メニューに「地球温暖化対策資金」
を設置するとともに融資を受けた事業者
に対し、利子補給・信用保証料補助を行
う。

「地球温暖化対策資金」の申請及び補助
金の交付実績はなかった。

引き続き「地球温暖化対策資金」の資金
メニューについてホームページ、チラシ
などにより周知を行う。

産業振興課

新エネル
ギーに関
する普及
啓発の実
施

新エネル
ギーに関
する普及
啓発の実
施

イベントでのPR
や子ども環境
教室の開催な
ど

⇒

緑化まつりやひらつか環境フェアで環境
教室を開催する。

緑化まつりやひらつか環境フェアなどの
イベントにおいて、市民団体とともに新
エネルギーに関する環境教室等を実施し
た。

各種イベントでのPR及び環境学習教材の
貸出を行い、普及啓発を図る。

日常生活
における
環境への
配慮の取
組の促進

日常生活
における環
境への配
慮の取組
の促進

「ひらつか
CO2CO2プラ
ン」の取組呼び
かけなど

⇒

・ひらつかＣＯ２ＣＯ２プランへの取組
を呼び掛ける。

「環境フェア」などのイベントや小中学
校等を通じて、市民等にコツコツプラン
などの普及に努めた。

環境活動団体などを通して、環境に配慮
した暮らしの情報提供をする。
また、上半期の実施状況を振り返り、次
年度の取り組みについて検討する。

事業終了 事業終了 － － －

燃料電池の設
置に対する助
成
　　７０件

（〃　７０件）
適宜見直し

広報ひらつかやホームページ等への掲
載、各イベントで周知し、70件の助成を
行う。

　各種イベントにおけるリーフレットの
配布やホームページ等の掲載により、制
度の周知を積極的に行った。その結果、
9月末現在、５2件の申し込みを受け付け
た。

ホームページ等への掲載、各イベントで
の周知を行い、18件に助成する。

電気自動
車等の導
入に対す
る助成

電気自動
車等の導
入に対す
る助成

電気自動車
２０件

－

広報ひらつかやホームページ等への掲
載、各イベントでの周知を行い、電気自
動車の導入に対して20件の助成を行う。

電気自動車の購入について、13件に助成
した。

ホームページ等への掲載、各イベントで
の周知を行い、電気自動車の導入に対し
て7件に助成する。

自治会等
が管理す
る防犯灯
へのLED
の導入に
対する助
成

自治会等
が管理す
る防犯灯
へのLED
の導入に
対する助
成

設置費の助成 ⇒

ＬＥＤ街路灯200灯分の助成を行う。 168灯のＬＥＤ防犯灯導入に対して助成
を行った。

50灯のＬＥＤ防犯灯導入に対して助成を
行う予定。

危機管理課

①環境に
配慮した
くらしの
普及

新エネ
ルギー
の導入
促進

くらし
や事業
活動に
おける
環境へ
の配慮
の促進

地球温
暖化防
止に取
り組み
ます

地球環
境保全
への貢

献

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステムの
設置に対
する助成
（再掲）

②一般
家庭や
事業者
への太
陽光発

電システ
ム等の
導入促

進

一般住宅
への太陽
光発電シ
ステムの
設置に対
する助成
（再掲）

環境政策課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

雨水の有
効活用の
促進

雨水の有
効活用の
促進

雨水貯留槽の
設置に対する
助成
     ２０基

〃
２０基

雨水貯留槽の設置に対する助成をする。
（15基）

雨水貯留槽の設置に対する助成をした。
（７基）

雨水貯留槽の設置に対する助成をする。
（13基） 下水道経営

課

省エネル
ギー機器
等の利用
促進

省エネル
ギー機器
等の利用
促進

イベント等にお
ける情報提供

⇒

　市民団体や事業者等と協力し、「ひら
つか環境フェア２０１５」等を開催し、
省エネ機器等の情報提供を行う。

子どもを対象に太陽光パネルを利用した
工作教室を実施した。

　イベント等の開催時に合わせて、適
宜、情報提供する。

クール・ビ
ル作戦等
の実施

クール・ビ
ル作戦等
の実施

クール・ビル作
戦、クール・タ
ウン作戦の実
施

⇒

クール・タウン作戦を実施し、ゴーヤ苗
を市民に配布する。

希望する市民に対して、ゴーヤ苗を配布
するとともに「みどりのカーテンコンテ
スト」参加者を募集した。

「みどりのカーテンコンテスト」入賞者
に対して、表彰式を開催する。

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催
（再掲）

平塚市環
境共生型
企業懇話
会の開催
（再掲）

懇話会の開催
活動発表 ⇒

講演会と施設見学を開催し、その他に役
員会とパネル展示等による活動発表を行
う。

講演会と施設見学を開催し、その他に役
員会と、環境フェアにおいてパネル展示
等による活動発表を行った。

施設見学と事例研究を開催し、その他に
役員会とパネル展示等による活動発表を
行う。

事業者の
太陽光発
電システ
ム等の設
置に対す
る支援
（再掲）

事業者の
太陽光発
電システム
等の設置
に対する
支援

本市融資制度
内に資金メ
ニューの設置
利子補給・信
用保証料補助

⇒

資金メニューに「地球温暖化対策資金」
を設置するとともに融資を受けた事業者
に対し、利子補給・信用保証料補助を行
う。

「地球温暖化対策資金」の申請及び補助
金の交付実績はなかった。

引き続き「地球温暖化対策資金」の資金
メニューについてホームページ、チラシ
などにより周知を行う。

事業活動
における
環境への
配慮の促
進

事業活動
における環
境への配
慮の促進

事業者に対す
る働きかけ、情
報提供、 設備
導入に対する
助成

⇒

環境設備の導入助成制度を広報紙、ホー
ムページ、チラシなどにより周知を行
う。

環境設備の導入助成制度の申請はなかっ
た。

引き続き環境設備の導入助成制度を広報
紙、ホームページ、チラシなどにより周
知を行う。

産業振興課
環境政策課

建築に伴
う環境負
荷の低減

建築に伴う
環境負荷
の低減

法令に基づく
指示等の実施

⇒

法令に基づく指示等の実施。 法令に基づく指示等を実施した。 法令に基づく指示等を実施する。

建築指導課

ひらつか
エコモード
の取組の
推進

ひらつかエ
コモードの
取組の推
進

取組の推進 ⇒

平成２７年度の目標に向け、取組を継続
的に推進する。

平成２７年度の目標達成に向け、省エネ
ルギー、省資源の取組などを継続的に推
進した。

平成２７年度の目標達成に向け、省エネ
ルギー、省資源の取組などを継続的に推
進するとともに、環境監査を行う。 環境政策課

ごみの焼
却に伴う
余熱利用
の推進

ごみの焼
却に伴う余
熱利用の
推進

建設工事着手 供用開始

工事契約を締結する。 工事契約を締結した。 建設工事に着手する予定。

環境施設課

①環境に
配慮した
くらしの
普及

③市の
事業活

動におけ
る環境へ
の配慮

くらし
や事業
活動に
おける
環境へ
の配慮
の促進

地球温
暖化防
止に取
り組み
ます

地球環
境保全
への貢

献

②環境に
配慮した
事業活
動の普
及

環境政策課

産業振興課
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

競輪場メインス
タンド改修工事
等の発注
各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成
に向けた工事

各施設の完成に向けた工事に環境に配慮
した施設整備を推進。

環境に配慮した市民病院整備事業などの
工事が滞りなく進捗している。

競輪場メインスタンド整備事業や余熱利
用施設建築工事など、環境に配慮した施
設整備を推進する。

建築住宅課
事業担当課

防犯灯への
LEDの導入
　　　５０灯

〃
５０灯

防犯灯10灯にＬＥＤを導入する。 防犯灯1灯にＬＥＤを導入した。 防犯灯50灯にＬＥＤを導入する予定。

危機管理課

街路灯のLED
化の検討・導
入

⇒

駅周辺部において、リース方式により街
路灯のＬＥＤ化の検討及び実施を予定。

駅周辺部において、リース方式により街
路灯のＬＥＤ化を検討し、発注準備を
行った。

駅周辺部において、リース方式により街
路灯１５６個をＬＥＤ化する予定。

道路管理課

廃棄物発
電

廃棄物発
電

発電余剰分売
電

⇒

発電余剰分を売電する。 環境事業センター運営事業者が発電余剰
分12,151,920ｋWｈを売電した。

発電余剰分を売電する。

環境施設課

公共施設
における
環境に配
慮した電
力調達契
約の推進

公共施設
における環
境に配慮
した電力
調達契約
の推進

事業者の選定
電力調達

⇒ － －

環境評価項目を満たした事業者を対象に
入札を実施し、契約を行う。

契約検査課
環境政策課
事業担当課

ごみの減
量化・資源
化に向け
た普及啓
発

ごみの減
量化・資源
化に向け
た普及啓
発

ごみ減量化・資
源化協力店制
度の拡充等

⇒

ごみ減量化・資源化協店の利用を啓発す
るとともに、協力店を拡充する。

協力店は新規登録もあるが、閉店等もあ
るので減少した。

ごみ減量化・資源化協力店の利用を啓発
するとともに、協力店を拡充する。

循環型社会
推進課

環境施設課

家庭ごみ
の有料化
に向けた
検討

家庭ごみ
の有料化
に向けた
検討

有料化に向け
た調査・研究

⇒

指定袋制を含めた有料化について導入理
由を含めた調査研究を行う。

ごみの減量化に対する効果や収集コスト
の増加等の問題点も含めて検討した。

引き続きごみの減量化に対する効果や収
集コストの増加等の問題点も含めて検討
する。

コンポスターの
販売   １１５台

〃
１１５台

イベントやチラシの回覧、生ごみ処理推
進事業で一般家庭へ更なる啓発を図って
いく。

イベントでの啓発、回覧での広報活動を
行った。上半期の販売台数は28台だっ
た。

庁内2ヶ所（リサイクルプラザ・循環社
会推進課）で販売を行う。また、ごみ通
信（回覧）などで広報を行う。

電動生ごみ処
理機購入費の
助成    ３０件

〃
３０件

イベントやチラシの回覧、生ごみ処理推
進事業で一般家庭へ更なる啓発を図って
いく。

イベント（緑化まつり）での処理機の紹
介、補助制度説明のチラシ配布を行っ
た。ごみ通信の回覧を行った。

イベントやチラシの回覧、協働事業等で
さらなる啓発を図る。

循環型社会
推進課

くらし
や事業
活動に
おける
環境へ
の配慮
の促進

廃棄物
の発生
抑制・
資源
化・適
正処理
の推進

地球温
暖化防
止に取
り組み
ます

循環型
社会を
つくり
ます

地球環
境保全
への貢

献

環境に配
慮した公
共施設の
整備の推
進

環境に配
慮した公
共施設の
整備の推
進

③市の
事業活

動におけ
る環境へ
の配慮

生ごみの
減量化・資
源化の促
進

生ごみの
減量化・資
源化の促
進

①廃棄
物の発
生抑制・
資源化
の推進
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（２）重点施策の具体的な取組

２７年度 ２８年度

施策の
方向

施策の
柱

施策の
項目

具体的な取組内容 主管課

事業計画
（下線は変更後）

２７年度

上半期（予定） 上半期実績 下半期予定

事業系ご
み多量排
出者に対
する指導

事業系ご
み多量排
出者に対
する指導

５７件 ５８件

各事業所の排出量を把握し、多量排出事
業者に減量化等計画書を提出させる。

調査を実施し各事業所の排出量を把握。
多量排出事業者は63社となり、全事業所
から「減量化等計画書」を提出させ、事
業者自身に排出量削減の意識付けをし、
担当課で内容を把握。

多量排出事業者のうち数社に対し現地確
認を行い、更に廃棄物の発生抑制、資源
化の意識付けを行う。

剪定枝の
有効利用
の検討

剪定枝の
有効利用
の検討

市内から排出
される剪定枝
を二宮町に完
成予定の資源
化施設へ搬出

⇒

後期の資源化施設への搬入に向け、収集
運搬方法等を決定し、市民周知を行う。

収集運搬方法等を決定し、市民周知（広
報ひらつか・報道発表・自治会回覧板で
のチラシ回覧・平塚市Webページへの掲
載・排出方法を示したごみ分別表の配布
等）を行った。

決定、市民周知した運用方法に基づき、
二宮町の剪定枝資源化施設に搬入を行い
ます。搬入された剪定枝は資源化処理さ
れる。

焼却残さ
の資源化
の推進

焼却残さ
の資源化
の推進

新たなごみ焼
却施設におけ
る焼却残さ資
源化の開始

ごみ焼却施設焼却残さを資源化する。 ごみ焼却施設焼却残さ3399.87トンを資
源化した。

ごみ焼却施設焼却残さを資源化する。

新たなご
み焼却施
設の整備

新たなご
み焼却施
設の整備

ごみ焼却施設
の整備・稼働

－

平成２５年に整備事業が終了し、平成２
５年１０月から本稼働を開始した。

平成２５年に整備事業が終了し、平成２
５年１０月から本稼働を開始した。

平成２５年に整備事業が終了し、平成２
５年１０月から本稼働を開始した。

広域的な
ごみ処理
の推進

広域的な
ごみ処理
の推進

広域処理施設
の整備、ごみ
分別収集区分
の統一等

⇒

分別収集区分の統一に係るマニュアルを
運用する。

分別収集区分の統一に係るマニュアルを
運用した。

分別収集区分の統一に係るマニュアルを
一部見直す。

循環型社会
推進課

廃棄物
の発生
抑制・
資源
化・適
正処理
の推進

循環型
社会を
つくり
ます

地球環
境保全
への貢

献

②廃棄
物の適
正処理
の推進

①廃棄
物の発
生抑制・
資源化
の推進

環境施設課
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